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研究成果の概要（和文）：慢性医療では、「病い」の当事者である患者自身の経験を生かし、主体的に取り組め
る対話的支援が必要である。本研究では、医療コミュニケーションの媒介ツールとして、「私と病いのイメージ
画（病気になったころ、現在、未来）」を描くビジュアル・ナラティヴ法を開発した。糖尿病と腎臓病患者によ
る調査から、ビジュアル・ナラティヴ法は、インタビューによる語りと比較すると、患者の病いに対する感情や
意味づけを理解しやすかった。また、3種類の三項関係ナラティヴ心理支援モデルを構築し、患者と医療者の相
互理解を促進し、医療実践を変革する提案を行った。

研究成果の概要（英文）：Our study, “Visual Images of My Illness,” achieved two goals. First, we 
examined how patients with diabetes and/or nephrosis visually represent the relationships between 
themselves and their illness in the past, the present, and the future. These patients need to 
control their lives and maintain their motivation to follow their medical treatments throughout 
their life-spans. Visual narratives can help us to understand their psychological experience of, and
 attitudes toward, their illness and their lives. Second, we proposed three types of mediation 
models of narrative relationships. Narrative psychology was based on the dialogical relationship 
between self and other. These mediation models were based on triadic relationships that incorporate 
a mediator between self and other. Though patients and the medical professions have different views 
and experiences of illness, they may communicate their perspectives by visual narratives. 

研究分野：生涯発達心理学、ナラティヴ心理学

キーワード： ナラティヴ　医療心理学　ビジュアル　三項関係　医学教育　コミュニケーション　糖尿病　腎臓病
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1. 研究開始当初の背景 
（１）ナラティヴ・アプローチによる医療支
援の必要性：当事者からみた物語（経験の組
織化の仕方や意味づけ方）を重視する
（Bruner)ナラティヴ・ターンは、21 世紀か
ら学横断的な大きな研究潮流となってきた
（Denzin & Lincoln）。臨床治療や支援方法
としては、病いの語り（Kleinman）」、ナラテ
ィヴ･セラピー（White & Epson）、Narrative 
Based Medicine（Greenhalgh & Hurwitz）な
どが試みられている。本研究では、三項関係
という新しい関係性によるナラティヴ・モデ
ルを提案する。 
 
（２）慢性疾患の医師・患者教育における新
しい医療モデルと心理支援の必要性：慢性疾
患や生活習慣病では、患者が生涯にわたり生
活をコントロールしなければならない。医師
にも患者にも、患者の当事者性や主体性を重
視し、モチベーションを高めるコミュニケー
ションや教育方法が求められる。従来の短期
治療型ではなく、「病い」を抱えながら長期
ライフを生きる新しい医療モデルと心理支
援が必要である。 
 
2. 研究の目的 
慢性医療においては、医師の指示を患者が
聞くという一方向的関係ではなく、患者自身
も主体的に長期にわたり生活改善に取り組
むことができる対話的支援が必要である。三
項関係ナラティヴによる新しい心理支援モ
デルを開発する。 
 
（１）糖尿病を中心とした慢性病患者のビジ
ュアル・ナラティヴによる三項関係の媒介ツ
ールの開発と実施：三項関係ナラティヴとは、
従来の二項関係対話に対して、人と人のあい
だをむすぶ媒介機能＜メデイエーター（媒介
者）やミーデイアム（媒介物）＞を重視する
関係論である。糖尿病を中心とした慢性疾患
の患者に対してビジュアル・ナラティヴによ
る媒介ツ－ルを開発し、多様なタイプの三項
関係ナラティヴを実践的に試みる。 
 
（２）心理学者と医師の学際的コラボレーシ
ョンにより、新しい日本発の三項関係ナラテ
ィヴ心理支援モデルを構築し、多様なタイプ
の実践的モデルを医療・教育現場に提案する。 
 
3. 研究の方法 
（１）「私と病い」のイメージ調査：糖尿病、
腎臓病（透析）など慢性疾患の患者で協力に
同意された方に、次の３つのステップによる
三項関係ナラティヴ実践調査を行った。①ナ
ラティヴ（インタビュー）調査、②ビジュア
ル・ナラティヴ（イメージ画）調査、③三項
関係ナラティヴ実践（調査者と患者が共にイ
メージ画を見ながら語りあう）。研究協力者
は、糖尿病患者 26 人（年齢 40 代～70 代）、
腎臓病透析患者 62 人（年齢 40 代～70 代）。

調査は所要時間約 50 分で、ＩＣレコーダー
に記録した。 
①インタビュー調査は、おもに次の３つの
テーマにそって行った。病気になったころの、
あなたとあなたの「病い」との関係を語って
ください。現在の、（以下同文）。未来の、（以
下同文）。 
②イメージ画調査も、次の３つのテーマに
そって行った。病気になったころの、あなた
とあなたの「病い」との関係をイメージして
絵に描いてください。説明を加えてください。
現在の、（以下同文）未来の、（以下同文）。 
③三項関係ナラティヴ実践 A：調査した心
理学者が患者と、おもに描かれた絵を共に見
ながら、その絵について語りあう。 
④三項関係ナラティヴ実践 B：後日に、調
査した心理学者が患者の主治医に、インタビ
ューの概要とイメージ画を報告して、絵を見
ながら語りあい、医療の改善を共同で考える。 
⑤三項関係ナラティヴ調査と実践をもと
に、インタビュー（二項関係対話）とビジュ
アル・ナラティヴ（三項関係対話）の語りの
特徴を明確にする。 
 
（２）医療現場に役立つ三項関係心理支援モ
デルの構築：三項関係ナラティヴ調査と実践
をもとに、新しい三項関係心理支援のコミュ
ニケーション・モデルを提案し、医療現場の
改善に生かす。 
 
（３）社会・国際発信。三項関係モデルを具
体化・精緻化し、日本および海外の研究者と
の国際コラボレーションにより理論的・方法
論的検討を加え、一般的に適用可能なモデル
にし、国際学会などで広く発表する。 
 
４．研究成果 
 
（１）インタビューの語りとビジュアル・ナ
ラティヴの比較：慢性病患者に「病気になっ
たころ」「現在」「未来」の３つの時間軸で、
「病い」の語りをインタビューとイメージ画
で聞いた。インタビューでは、食べ物や運動
や生活のしかたなど、診察室で語られること
に近い、具体的な出来事が語られた。それに
対してビジュアル・ナラティヴでは、当人の
病気に対する不安や感情、価値観や願望など
が直感的に描かれた。当人が病気に持ってい
るばくぜんとしたイメージや感情、人生の中
核テーマなどが描かれ、患者自身の病いの意
味づけや生き方がより共感的に了解できる
ものであった。同じインストラクションであ
るにもかかわらず、インタビューと絵とでは
異なるものが表現された。 
 
（２）患者の人生テーマと誇りの理解：糖尿
病患者のビジュアル・ナラティヴにおいては、
「運動だけは毎日きちんとしている」「私の
人生グリーン色、小学校の運動会で 1等にな
ったときにグリーンのはちまきやった。グリ



ーンが大好き、病気でも変わらないし､変え
るつもりもない」「ケーキつくりが生きがい
だったので、糖尿病になって食べられないの
が本当に辛い。でも、先生が少しならば食べ
てもよいと言われたのでそのことばに救わ
れている」など、患者の人生において重要な
テーマが語られる傾向があった。病いとの関
係性は「一生つきあう」ものであり、それを
支える生きがいや誇りが必要だと考えられ
る。しかも、「これだけはゆずれない」とい
う価値観は人によって異なり、多様である。
ビジュアル・ナラティヴは患者の価値観や意
味づけを理解するのに役立つと考えられる。 
 
（３）ビジュアル・ナラティヴで描く希望と
未来：病状が暗くても希望をもつ絵が描かれ
る傾向があった。特に未来図は、暗いものを
描きたくない心理が働くと考えられる。自分
の人生を見通して絵を描くこと自体が心理
支援効果をもつと考えられる。三項関係によ
るビジュアル・ナラティヴは、外在化された
絵を自分で見ながら研究者と話し合うので、
未来が現在におよぼす役割が大きいと思わ
れる。ナラティヴの機能としては、現在を基
盤として、過去と未来が組織化されるが、未
来をつくりだすビジュアル・ナラティヴが現
在に大きな役割をもつと考えられる。 
  
（４）三項関係によるナラティヴ実践１「患
者と研究者」：本研究で特に重要なのは、イ
ンタビュー内容や描かれた絵そのものの分
析だけではなく、それを媒介に「三項関係」
をつくって語りあうナラティヴ実践である。
たとえば、46歳の糖尿病女性が描いたビジュ
アル・ナラティヴでは、次のように表現され
た。病気になったころは「くもり空」、現在
は「晴れたり、曇ったり」。インタビューで
は、未来を「お先まっ暗、病気が治るわけで
ないし、もっと悪くなるかもしれないし、不
安だし」と語られていた。しかし、イメージ
画になると、雲の奥に隠れた太陽を描き、「晴
れの日を多くしたい、できればづっと(ママ)
続くように」と書きそえられた。この患者は、
未来の絵を描いた後、自分の未来も暗いばか
りではないかもしれないと語り直し、笑顔に
なった。自分で描いた絵は、「外在化」され
て、自分でも眺めるので、あまり真っ暗に塗
りつぶすのは抵抗があるのだろう。この患者
のように、イメージ画では、未来に希望をた
くし、少し明るい絵を描く傾向があった。自
分で描いた「未来」のもの語りが、現在の自
分の気持ちに働きかけることこそ、もの語り
が生みだす効果だといえる。 
  
（５）三項関係によるナラティヴ実践２「医
師と研究者」：研究者は医療の現場に毎回介
入できるわけではない。そこで医療者と三項
関係ナラティヴ実践を行って、医療者のもの 
の見方を変えることによって医療現場を変
えることをめざすのである。医師が診断基準 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
とする「疾患（disease）」と患者が体験する
「病い（illness）」とは区別しなければなら
ない。両方をみることが必要であるが、医師
は、今まで「疾患」を中心に患者に助言をし
てきた。しかし、患者の立場からみると、「疾
患」のために人生があるのではなく、「人生」
の一部に「病い」があるという見方が大切に
なると思われる。 
図は、糖尿病専門医の語りの一部である。
「糖尿病」をコントロールすることを中心に
治療してきたと語られた。もともと、糖尿病
の患者のために特別に時間をとって診療し、
患者さんの立場に立って、丁寧にお話をして
こられた医師で、患者からも看護師などスタ
ッフからも慕われて、大きな治療効果と実績
をあげてこられたベテランの医師である。し
かし、それでも、今回の心理学者との出会い
によって見方が変わり、「患者の人生」を中
心に聴くようになったと言い、ナラティヴ・
アプローチに出会ってからの御自身のやり
方を自ら PP にまとめられた。 
ナラティヴ・アプローチについては、忙し
い医療現場で、患者の話をゆっくり聞いてい
る暇がないとよく言われる。しかし、問題は
時間ではなく、「ものの見方」「視点」「話題」
を変えることにあることがわかる。医療者が
視点を疾患だけに集中するのではなく、「患
者の人生や生活」に関心をもつと、患者の「も
の語り」が変わる。もの語りの変化は、治療
へのモチベーションを高めるだけではなく、



治療効果にもつながると思われる。 
 
 (６）病いのイメージ：「海の水は遠くから
見ると青いけど、近づくと透明、糖尿病はそ
んな感じ。」「糖尿病は、見通しがない。胃癌
の手術もしたが、癌のほうが糖尿病よりもま
だまし。」糖尿病は、「敵」として闘う身体部
位や疾患が見えず、不定形でとらえどころが
なく可視化しにくい特徴があることがわか
った。ふつうは癌よりも糖尿病のほうが良い
と考えられがちであるが、それぞれの病いの
イメージは異なり、糖尿病に特有の「難しさ」
があると考えられた。 
 
(７）糖尿病と腎臓病の病いのイメージの比
較：糖尿病患者と腎臓病患者のデータ比較分
析は、現在も進行中であるが、腎臓病透析患
者の方が「死」など深刻なイメージが多かっ
た。しかし、現状の深刻さにかかわらず未来
のイメージを明るく描く傾向は、糖尿病患者
と共通していた。「未来」のイメージが現在
に影響する興味深いナラティヴの特徴と考
えられた。 
 
（８）三項関係ナラティヴ支援モデルの構
築：ナラティヴは、二者の対話を基本にして
いるが、当事者どうしの対話は難しい。特に
日本文化では、対話の伝統がないので、他者
と面と向かって語ることはにがてである。自
分の気持ちを率直に語ることで対立を生み
たくないという抑制が働き、沈黙してしまう
ことのほうが多くなる。第三者があいだに入
る三項関係をつくることは、医療メディエー
ションにおいても、いろいろな場面で重要と
考えられる。三項関係は、医療メディエーシ
ョンとして、ビジュアル・ナラティヴは有効
で、「もの」を媒介に入れた三項関係をつく
るのに役立つ。二人が対面するのではなく、
並んでおなじものを見る関係をつくること
で、協働行為としての語りと相互納得が生ま
れやすくなると考えられる。医療現場に限ら
ず、教育など広い分野で応用可能な「三項関
係」と「ビジュアル・ナラティヴ」の理論化
を行い、方法論を明確にした。三項関係は、
次の３つの関係性に分けてモデル化した。 
①並ぶ関係：媒介項にミーディアム（媒介
物）を使う三項関係。 
②仲人関係：三角の頂点の媒介項にメディ
エーター（媒介者）が入る三項関係。 
③見守り関係：二項関係と離れた媒介項に
メディエーター（媒介者）が入る関係。 
 
（９）研究成果の国際的・社会的発信。多く
の国際学会で研究成果の発表を行い、海外の
研究者と討論をした。特にビジュアル・ナラ
ティヴについては、新しい方法論として国際
的にも大きな注目をあびた。日本発達心理学
会、日本心理学会、日本質的心理学会、日本
糖尿病学会などの国内学会でレジリエンス
や生涯発達とビジュアル・ナラティヴを関連

づけて、研究成果を発表した。また、講演会
や研修会などで、研究成果を積極的に社会に
発信した。 
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